
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　8710220003KK/20090403

( 科目コード：8710220003KK)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】無機化学 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・3 年次
【担当教員】

太田 道也

【授業目標・教育方針】
専門科目としての無機化学として、イオン結合、結晶構造、対称性、電子状態等の概念の習得を確実なものとするこ
とが大切である。また、発展的に配位結合と配位化合物の化学および物理を学習し、有機金属化合物についても学習
する。　主として理論的な背景を習得するのが狙いである。

【授業概要】
授業計画を参照のこと。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：シュライバー・アトキンス共著　玉虫・佐藤・垣花　訳
無機化学（上）・（下）（原著第 3 版）　（東京化学同人）
参考書：荻野・飛田・岡崎著　基本無機化学　東京化学同人

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
特になし（座学）

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%
［後期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：無機化学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 酸化と還元（１） 酸化・還元反応の基礎
第 2 回 酸化と還元（２） 酸化物の還元反応
第 3 回 酸化と還元（３） 電子移動と電極反応
第 4 回 酸化と還元（４） 電気化学の基礎
第 5 回 酸化と還元（５） 水の安定領域と不均化反応
第 6 回 酸化と還元（６） Latimer 図と Frost 図の解釈
第 7 回 酸化と還元（７） pH 依存性
第 8 回 前期中間試験
第 9 回 元素の化学（１） 水素化合物の電子状態と反応性（１）
第 10 回 元素の化学（２） 水素化合物の電子状態と反応性（２）
第 11 回 元素の化学（３） 窒素族
第 12 回 元素の化学（４） 酸素族
第 13 回 元素の化学（５） 窒素族と酸素族の物性
第 14 回 水素原子モデル（１） Planck の量子仮説
第 15 回 前期末試験
第 16 回 水素原子モデル（２） Bohr モデル（１）
第 17 回 水素原子モデル（３） Bohr モデル（２）
第 18 回 水素原子モデル（４） 水素原子と多電子原子
第 19 回 多電子原子モデル 多電子原子における電子配置と化学的性質
第 20 回 化学結合論（１） 固体の構造
第 21 回 化学結合論（２） イオン性固体における格子エンタルピーの計算
第 22 回 分子の対称性（１） 対称操作
第 23 回 後期中間試験
第 24 回 分子の対称性（２） 群論と対称性の応用
第 25 回 分子の対称性（３） 軌道の対称性（１）
第 26 回 分子の対称性（４） 軌道の対称性（２）
第 27 回 金属錯体（１） 錯体の構造
第 28 回 金属錯体（２） 錯体の電子配置と構造（１）
第 29 回 金属錯体（３） 錯体の電子配置と構造（２）
第 30 回 後期末試験
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